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有明海・八代海勉強会の経緯

第1回（H24/2/17）
・有明海・八代海の問題について（全体像の把握：課題分け）
・第29回有明海・八代海等総合調査評価委員会で～有明海・八代海の
現況について（水産現場からの報告）～として提示
第2回（H24/4/20）～6回（H25/2/1）
・有明海の有用二枚貝類の整理・分析
・第2回、3回生物小委と31回評価委員会で～有明海の有用二枚貝類
の整理と検討～として提示
第7回（H25/5/24）～9回（H25/8/23）
・夏場の赤潮の整理・分析
・第4回、5回生物小委と32回評価委員会で～夏場の赤潮の整理と検
討～として提示
第8回（H25/8/23）～9回（H25/10/1）
・貧酸素水塊の整理・分析
・第5、第6回生物小委と33回評価委員会で～貧酸素水塊の整理と検
討として提示（予定）



今後の方向性

【有明海・八代海勉強会】

1）二枚貝－夏場の赤潮－貧酸素水塊の関連性を
総合的に検討

2）冬場の赤潮、ノリ養殖の整理と検討
【課題の深化】

1）関係機関によるワーキンググループを立ち上げ
提示した仮説を検証、検討

2）学会等シンポジウムで上記を公表、意見収集
3）結果を小委員会・評価委員会へ提示

今後（H26年度以降）の方向性
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